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( 1 ) 王克芽・韓飛鳳訳『中国舞踊史話』北京外文出版社
( 2 ) 郭伯南砂・人民中国雑誌社翻訳部訳『中国文化のルーツ』上巻 東京美術
( 3 ) 小林芳規『角筆のみちびく世界一日本古代・中世への照明一』中央公論社・中公新書909
(4 ) 田中 淡『中国建築史の研究』弘文堂
食所収: i中国壁画古墳の建築図と初唐建築の様式についてJ (1977年)
( 5 ) 永田英正『居延漢簡の研究』同朋舎出版・東洋史研究叢刊之四一
( 6 ) 西林昭一『中国新出土の書』二玄社
( 7 ) 林巳奈夫『漢代の神神』臨川書庖
食所収: i中国古代における蓮の花の象徴J (1987年)
(8 ) 町田隆吉『シルクロードの謎ーグラフィティ・歴史謎事典@ー』光文社・光文社文庫れ2-8
食紹介:闘尾史郎『史信.!I (新潟大学閥尾ゼミ)第5号 4 
・誼一一玄
( 9 ) 荒川正晴「唐の中央アジア支配と墨離の吐谷揮(下)一主に墨離軍の性格をめぐって一」
『史滴』第10号 19~42 
( 10) 荒川正晴「唐河西以西の伝馬坊と長行坊JIi'東洋学報』第70巻第3・4号 35~69 
( 1) 新井光風「新彊・トルファン新出土《真興七年兵曹差直歩許奴文書>>J Ii'書道美術新聞』第
253号 l
ー
(12) +伊藤 伸「中国書法史上からみた「敦健文書JJ Ii'書道研究』第2巻第5号 53~86 
(13) 池田 温「租庸調の理念と現実一国家の土地と税-J Ii'週刊朝日百科世界の歴史』第32号
218~221 
( 14) 猪熊兼勝「シルクロードが持ってきたファッションJ (財)NHKサービスセンター編『シ
ンポジウム・シルクロード/海のシルクロードを求めて』三菱広報委員会 154~165 
(15) 今津勝紀「調庸墨書銘と荷札木簡JIi'日本史研究』第 323号 1 ~31 
( 16) 小田義久「麹氏高昌国時代の仏寺についてJIi'龍谷大学論集』第 433号 68~91 
( 17) 小田義久「西州仏寺考J Ii'龍谷史壇』第93・94号 1 ~13 
(18) 大金富雄「吐魯番出土文書にみえる世業と口分についてJIi'安田学園研究紀要』第29号 1 
~14 





究一昭和63年度科学研究費補助金総合研究 (A)研究成果報告書一.!I 54~62 
(22) 佐々木栄一「スタイン漢文文書六一三号(いわゆる計帳様文書)をめぐってー劉文成戸の記
載を中心に一J Ii'東北学院大学論集』歴史学・地理学第20号 1 ~44 
(23) 重近啓樹「漢代の仮作についてーその歴史的特質についての一試論一JIi'新しい歴史学のた
めに』第 195号 1 ~12 
( 24) 白須浄員「唐代の西州の武域域の前城主と抄州の寿昌城主一唐代西州の域及びその城主に関
する考察のための序章一J Ii'西北史地.!I1989年第3期 1l~42. 10 
(25) 閤尾史郎「トゥルファン出土高自国税制関係文書の基礎的研究一様記文書の古文書学的分析
を中心として-J (二) Ii'人文科学研究.!I (新潟大学人文学部)第75輯 39~93 
(26) 闇尾史郎 rr章和五(五三五)年取牛羊供記帳」の正体一『吐魯番出土文書』割記(七)
一J (II) Ii'史信』第3号 1~4. (皿)同第10号 1~4 
(27) 閤尾史郎「トゥルファン将来唐代田制関係文書の理解をめぐって一米田賢次郎「オアシス農





( 30) 長沢和俊「長安発の胡風文化JIi'道は正倉院へ』読売新聞社 120~127 
(31) 林巳奈夫「洛陽ト千秋墓壁画に対する注釈JB (7) 281~317 
(32) 古川淳一・鹿内浩胤・安藤邦彦・鈴木拓也・永田英明・吉野 武「計帳制度研究の現状と課
題J Ii'川内古代史論集』第5号 19~43 
(33) 森安孝夫「ウイグル文書割記J (その一) Ii'神戸市外国語大学外国学研究』第19号(内陸ア
ジア言語の研究4) 51~76 
( 34) 吉田 豊・森安孝夫・新彊ウイグル自治区博物館「麹氏高自国時代ソグド文女奴隷売買文
書J Ii'神戸市外国語大学外国学研究』第19号(前出) 1 ~50 
c jg:遭桜:綿綿綴織を:懇談溢義務
圃萱ー董
( 1 ) ユネスコ東アジア文化研究センター編『日本における中央アジア関係研究文献目録(1 87 
9-1987年3月)/索引・正誤』同センター
食紹介: (新免康) Ii'史学雑誌』第98編第9号 101~103 
・詮去
( 2 ) 荒川正晴 r1 988年の歴史学界一回顧と展望一/内陸アジア・ 1J Ii'史学雑誌』第98編第
5 号 269~275
( 3 ) 池田 温「敦煙学と日本人J Ii'日本学』第13号 132~139 
( 4 ) 大津 透 r1 988年中国敦埠吐魯番学術討論会J Ii'唐代史研究曾曾報』第2号 15~16 
( 5 ) 気賀沢保規「中国新出石刻関係資料目録 (4) -1985年より 1986年まで一J Ii'書論』第25号
239~212 
(6) +張蔭才・西山 猛訳「新彊ウイグlレ自治区博物館J Ii'Museum Kyushu~ 第 7巻第 4号 3~ 
8 
( 7 ) 船越泰次「両税法研究史(二)一続・中国における両税法研究一J Ii'山形大学史学論集』第
9号 1~15 




( 1 ) 瀬戸内寂聴『美と愛の旅』講談社・講談社文庫引-30
食原版:講談社 1983年
( 2 ) 中国国家文物事業管理局編・鈴木博訳・村松伸解説『中国名勝旧跡事典』第5巻(西北
-西南篇)ぺりかん社
食原書:中国国家文物事業管理局主編『中国名勝詞典』上海 上海辞書出版社 1981年
( 3 ) 夢枕摸『神々の国人の国』双葉社
・謹一一玄


























































































( 1 ) 本誌第一六、一七号。
( 2 ) 楊際平「麹氏高昌国賦役制度管見J (Ii'中国社会経済史研究』一九八九年第二期)。なお
『中国社会経済史研究』一九八九年第三期、二九頁、併照。
( 3 ) 陳国燦「対高昌国某寺全年月用帳的計量分析一兼析高昌国的租税制度一J (Ii'親晋南北朝陪
唐史資料』第九・ーO期 一九八七年)。
(4 ) したがって分析の対象とされた帳歴の紀年である乙酉・丙成歳も、六二五(延書二) ・六二
六(延書三)年に比定されることになる。この点については、陳氏の見解に従ってもよいよう
に思う。













( 7 ) このほかにも、前稿でも指摘した「騨馬粟Jと「騨羊鐘Jの問題があるが、詳細について
は、前稿(上)、五頁、および註 (8)を参照されたい。
(8 ) 闘尾、前掲「トゥルファン出土高昌国税制関係文書の基礎的研究J、六四頁、参照。
( 9 ) このほか、楊氏が月に続けず、単独で「剤J字が書かれている例として上げた三例のうち、










丁戊庚辛J (裏)という西吾時代の木簡が含まれている (82.E.P.W.C:l (録〉同書、 70頁)。
内容はよくわからないが、大(太)康四年は 283年に相当し、吐魯番阿斯塔那53号墓出土の














荒川正晴方 TIL 0424(81)4633 
吐魯番出土文物研究会 (TheResearch Society for Turfan Relics) 
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